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は
じ
め
に

　

開
拓
使
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
九
月
（
日
欠
）、
開
拓
使
達
「
北
海

道
地
所
規
則
」（
全
一
九
条
、
以
下
「
地
所
規
則
」
と
い
う
。）

（
１
）

を
制
定
し
、
明

治
五
年
九
月
以
前
か
ら
の
永
住
人
・
寄
留
人
の
拝
借
地
（
既
墾
地
）
を
私
有
地

化
す
る
と
と
も
に
（
第
一
～
七
条
）、
明
治
五
年
九
月
以
後
は
新
た
に
未
墾
地

を
政
府
か
ら
民
間
へ
「
売
下
」（
払
下
）
げ
る
た
め
の
規
則
を
定
め
た
（
第
八

条
以
下
）。
そ
し
て
、
同
月
（
日
欠
）、
開
拓
使
は
、
第
八
条
以
下
（
売
下
手
続
等
）

を
別
途
「
北
海
道
土
地
売
貸
規
則
」（
全
九
条
、
以
下
「
売
貸
規
則
」
と
い
う
。）

と
し
て（

２
）管

内
に
達
し
た（

３
）。

さ
ら
に
、
同
年
一
〇
月
一
〇
日
、
太
政
官
は
売
貸
規

則
（
太
政
官
第
三
〇
四
号
（
布
））
を
全
国
に
公
布
し
た（

４
）。

本
稿
の
問
題
関
心

の
対
象
は
地
所
規
則
第
七
条
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

第
七
条　

山
林
川
沢
従
来
土
人
等
漁
猟
伐
木
仕
来
シ
地
ト
雖
モ
更
ニ
区
分

相
立
持
主
或
ハ
村
請
ニ
改
メ
是
亦
地
券
ヲ
渡
シ
爾
後
十
五
ヶ
年
間
除
税

地
代
ハ
上
条
ニ
准
ス
可
シ
尤
深
山
幽
谷
人
跡
隔
絶
之
地
ハ
姑
ク
此
限
ニ

ア
ラ
サ
ル
事

　

こ
の
地
所
規
則
第
七
条
は
、
山
林
川
沢
な
ど
「
従
来
土
人
等
漁
猟
伐
木
」
し

て
き
た
土
地
に
つ
い
て
、
和
人
だ
け
で
な
く
ア
イ
ヌ
に
対
し
て
も
地
券
を
交
付

し
土
地
所
有
を
容
認
す
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
す
で
に
別
稿（

５
）で

確

認
し
た
通
り
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
明
治
一
〇
年
一
二
月
一
三
日
開
拓
使
第
一
五
号
達
北
海

道
地
券
発
行
条
例
（
全
五
八
条
、
以
下
「
地
券
発
行
条
例
」
と
い
う
。）

（
６
）

に
よ
っ

て
、
山
林
川
沢
原
野
等
だ
け
で
な
く
ア
イ
ヌ
の
住
居
地
に
つ
い
て
も
ア
イ
ヌ
の

土
地
所
有
は
否
定
さ
れ
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
官
有
地
化
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、

第
十
五
条　

山
林
川
沢
原
野
等
ハ
当
分
総
テ
官
有
地
ト
シ
其
差
支
ナ
キ
場

所
ハ
人
民
ノ
望
ニ
因
リ
貸
渡
シ
或
ハ
売
渡
ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

第
十
六
条　

旧
蝦
夷
人
住
居
ノ
地
所
ハ
其
種
類
ヲ
問
ハ
ス
当
分
総
テ
官
有

地
第
三
種
ニ
編
入
ス
ヘ
シ
但
地
方
ノ
景
況
ト
旧
蝦
夷
人
ノ
情
態
ニ
因
リ

成
規
ノ
処
分
ヲ
為
ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

　

第
一
五
条
は
地
所
規
則
第
七
条
の
修
正
（
山
林
原
野
等
の
民
有
地
化
→
官
有

〈
共
同
研
究
〉
地
域
特
性
に
基
づ
く
地
域
・
森
林
資
源
管
理
の
法
理
論
研
究

北
海
道
地
券
発
行
条
例
の
制
定
過
程

　
―
ア
イ
ヌ
の
土
地
所
有
を
中
心
に
―

橋　

本　

誠　

一
（
静
岡
大
学　

名
誉
教
授
）
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一　

北
海
道
地
所
規
則
と
地
券
取
扱
心
得
書
―
―
ア
イ
ヌ
土
地
所
有
の

　
　

容
認

　

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）、
開
拓
使
は
地
所
規
則
・
売
貸
規
則
の
改
正
作
業

を
開
始
し
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
八
年
八
月
（
日
欠
）、
札
幌
本
庁
在
勤
の
松

本
十
郎
大
判
官

（
（1
（

は
東
京
出
張
所
（
芝
増
上
寺
方
丈
跡
）

（
（1
（

の
黒
田
清
隆
開
拓
長
官

宛
に
第
一
一
三
号
「
北
海
道
土
地
売
貸
規
則
并
地
所
規
則
増
補
削
除
ノ
儀
伺
」（

（1
（

を
提
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
先
般
、
札
幌
本
庁
は
売
貸
規
則
第
六
条

（
（1
（

と

地
所
規
則
第
一
三
条
（
売
貸
規
則
第
六
条
と
同
文
）
─
─
買
下
（
払
下
）
後
の

未
墾
地
の
上
地
条
件
を
定
め
る
─
─
の
改
正
に
つ
い
て
長
官
に
上
申
し
た
と
こ

ろ
、
な
お
改
正
す
べ
き
点
も
あ
る
は
ず
な
の
で
、
実
地
取
調
べ
て
か
ら
改
め
て

伺
い
出
る
よ
う
に
と
の
指
令
が
あ
っ
た

（
（1
（

。
そ
こ
で
今
回
、
右
指
令
に
基
づ
い
て

取
り
調
べ
を
行
い
、
改
め
て
両
規
則
の
改
正
を
伺
い
出
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
第
一
一
三
号
伺
に
は
、
①
黒
田
清
隆
開
拓
長
官
よ
り
三
条
実
美
太
政
大

臣
宛「
北
海
道
土
地
売
貸
規
則
并
地
所
規
則
更
正
之
儀
伺
」案
、②「
御
布
告
案
」、

③
地
所
規
則
改
正
案
、
④
売
貸
規
則
改
正
案
が
添
付
さ
れ
た
が
、
両
規
則
の
改

正
内
容
は
技
術
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
③
に
つ
い
て
い
え
ば
除
租
年
限
の

延
長（
第
一
条
、第
二
条
、第
三
条
、第
七
条
）、未
開
墾
地
の
上
地
条
件
緩
和（
第

一
三
条
）
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
第
一
一
三
号
伺
に
対
す
る
東
京
出
張
所
か
ら
の
指
令
は
す
ぐ
に
は

届
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
翌
明
治
九
年
三
月
、
札
幌
本
庁
は
さ
ら
に
踏
み

込
ん
だ
内
容
の
伺
を
提
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
同
年
三
月
二
二
日
、
札
幌
本

庁
（
松
本
十
郎
大
判
官
・
調
所
広
丈
少
判
官

（
（1
（

）
よ
り
東
京
出
張
所
（
西
村
貞
陽

中
判
官

（
（1
（

・
時
任
為
基
五
等
出
仕
）
宛
三
ノ
四
七
号
伺

（
（1
（

は
次
の
よ
う
に
い
う
。
昨

地
化
）
で
あ
り
、
第
一
六
条
（
住
居
地
の
官
有
地
第
三
種
編
入
）
は
新
設
の
規

定
で
あ
っ
た（

７
）。

こ
の
よ
う
な
ア
イ
ヌ
土
地
所
有
政
策
の
変
更
に
つ
い
て
、
誰
が
、

い
つ
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
決
定
し
た
の
か
。
そ
れ
を
可
能
な
限
り
明
ら
か
に

す
る
の
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

　

地
券
発
行
条
例
の
制
定
理
由
に
つ
い
て
、
先
行
業
績
は
、
①
地
所
規
則
に
よ

る
土
地
処
分
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
ア
イ
ヌ
を
保
護
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め

地
券
発
行
条
例
が
制
定
さ
れ
た
（
ア
イ
ヌ
保
護
説
）（

８
）、

②
明
治
九
年
太
政
官
第

一
六
一
号
布
告
（
北
海
道
の
地
租
を
地
価
一
〇
〇
分
の
一
と
定
め
る
）
の
実
施

規
定
と
し
て
地
券
発
行
条
例
が
制
定
さ
れ
た
（
明
治
九
年
太
政
官
第
一
六
一
号

布
告
説
）（

９
）、

③
全
国
的
な
地
租
改
正
事
業
に
準
じ
た
地
租
創
定
の
基
本
方
針
を

定
め
る
た
め
地
券
発
行
条
例
が
制
定
さ
れ
た
（
地
租
改
正
説
）

（
（1
（

、
な
ど
と
説
明

し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
説
は
い
ず
れ
も
地
券
発
行
条
例
の
立
法
過
程
を
分
析

し
て
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
わ
ず
か
に
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
録
』

を
参
照
し
た
も
の
が
あ
る
程
度
で

（
（1
（

、
地
券
発
行
条
例
の
立
法
過
程
で
蓄
積
さ
れ

た
開
拓
使
札
幌
本
庁
、
函
館
支
庁
、
開
拓
使
東
京
出
張
所
、
そ
し
て
太
政
官
正

院
間
の
往
復
文
書
を
分
析
し
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
こ
れ
ら
資

料
に
よ
っ
て
地
券
発
行
条
例
の
立
法
過
程
を
解
明
し
、
そ
の
作
業
を
通
し
て
ア

イ
ヌ
の
土
地
所
有
に
関
す
る
明
治
政
府
（
開
拓
使
）
の
政
策
決
定
過
程
に
つ
い

て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
に
い
さ
さ
か
で
も
研
究
史
上
の
意

義
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
。
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従
来
持
主
不
定
一
村
或
ハ
数
村
寄
持
ノ
学
校
郷
倉
社
寺
牧
場
秣
場
等
是
亦

境
界
歩
数
改
正
ノ
上
更
ニ
村
受
ニ
相
定
メ
民
有
地
第
二
種
ニ
編
入
ス
ヘ
キ

事

　

各
出
張
所
心
得
書
に
も
ほ
ぼ
同
趣
旨
の
条
文
が
置
か
れ
て
い
る
（
第
四
条
、

第
五
条
）。
い
ず
れ
も
ア
イ
ヌ
の
土
地
を
民
有
地
（
一
村
持
ち
・
数
村
持
ち
の

場
合
は
民
有
地
第
二
種
）
に
編
入
す
る
こ
と
を
予
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
札
幌
本
庁
が
全
道
に
お
け
る
地
券
発
行
事
業
の
実
施
を
提
案
し
た

の
に
対
し
、
東
京
出
張
所
の
反
応
は
消
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

明
治
九
年
七
月
八
日
、東
京
出
張
所（
西
村
貞
陽
中
判
官
・
安
田
定
則
少
判
官
・

小
牧
昌
業
幹
事
）
は
札
幌
本
庁
（
松
本
十
郎
大
判
官
・
堀
基
中
判
官
・
調
所
広

丈
少
判
官
）
宛
に
札
第
三
九
二
号
照
会

（
（2
（

を
送
っ
た
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
。
①
地
所
規
則
を
改
正
す
べ
き
筋
は
な
い
が
、
除
租
年
限
を
延
長

し
な
い
と
不
都
合
な
点
が
あ
れ
ば
伺
い
出
る
よ
う
に
。
②
売
貸
規
則
は
売
下
地

等
の
処
分
の
た
め
に
設
け
ら
れ
、
開
拓
の
進
歩
や
土
地
の
変
遷
等
に
よ
り
更
正

増
補
等
を
必
要
と
す
る
条
件
も
多
々
あ
る
の
で
、地
所
規
則
は
し
ば
ら
く
措
き
、

実
地
審
査
を
行
い
、
函
館
支
庁
と
の
協
議
を
経
た
う
え
で
売
貸
規
則
だ
け
改
正

す
る
の
が
よ
い
。
③
地
券
取
扱
心
得
書
は
右
規
則
改
正
後
に
施
行
す
る
の
が
よ

い
と
思
う
の
で
、
第
一
一
三
号
伺
と
三
ノ
四
七
号
伺
は
ひ
と
ま
ず
返
却
す
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
東
京
出
張
所
の
西
村
中
判
官
ら
は
、

売
貸
規
則
改
正
に
つ
い
て
の
み
同
意
し
、
地
所
規
則
改
正
や
地
券
発
行
事
業
の

実
施
に
は
不
同
意
の
態
度
を
と
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、
同
年
八
月
二
三
日
、
札
幌
本
庁
（
堀
基
中
判
官
・
調
所
広
丈

少
判
官
・
金
井
信
之
六
等
出
仕
）
は
東
京
出
張
所
（
西
村
貞
陽
中
判
官
・
安
田

定
則
少
判
官
・
小
牧
昌
業
幹
事
）
に
八
ノ
三
二
号
回
答

（
（2
（

を
送
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

八
年
第
一
一
三
号
伺
書
に
対
す
る
指
令
が
ま
だ
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
さ
ら

に
「
地
券
発
行
ニ
付
取
扱
心
得
書
」（
全
二
四
条
。
以
下
、「
地
券
取
扱
心
得
書
」

と
い
う
）
と
「
地
券
発
行
ニ
付
各
出
張
所
心
得
書
」（
全
一
八
条
。
以
下
、「
各

出
張
所
心
得
書
」
と
い
う
）
を
制
定
し
た
い
、
と
。
こ
れ
ら
は
、
地
所
規
則
に

基
づ
き
、
①
明
治
五
年
九
月
以
前
に
移
着
・
寄
留
し
土
地
を
拝
借
し
て
漁
猟
・

開
墾
・
家
作
・
営
構
等
を
し
た
者
に
は
同
規
則
第
一
条
か
ら
第
七
条
に
照
準
し

て
境
界
歩
数
等
を
改
正
し
地
券
を
渡
し
、
②
同
月
以
後
は
す
べ
て
同
規
則
第
八

条
以
下
に
照
準
し
て
売
下
地
券
を
渡
し
地
代
を
上
納
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
（
各
出
張
所
心
得
書
第
一
条
）。

　

要
す
る
に
、
地
所
規
則
は
実
体
法
規
と
し
て
各
種
土
地
に
つ
い
て
私
有
地
と

し
て
地
券
を
交
付
す
る
と
規
定
す
る
が
、
実
際
に
地
券
を
発
行
・
交
付
す
る
た

め
に
必
要
な
手
続
法
規
を
欠
い
て
い
た
。
そ
こ
で
、
札
幌
本
庁
は
地
券
取
扱
心

得
書
に
よ
っ
て
地
券
発
行
の
手
続
を
定
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

地
券
取
扱
心
得
書
は
、
①
一
村
あ
る
い
は
一
区
等
で
の
取
調
台
帳
作
成
→
②
官

員
派
出
→
③
実
地
点
検
（
台
帳
と
の
照
合
・
地
杭
取
建
）
→
④
第
二
号
書
式
台

帳
・
一
筆
限
明
細
図
製
作
→
⑤
地
券
交
付
と
い
う
手
順
を
定
め
、
地
杭
や
地
券

の
雛
形
を
示
し
た
。
そ
の
な
か
で
地
所
規
則
第
七
条
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る

の
は
以
下
の
条
文
で
あ
る
。

　
　
　

第
九
条

壬
申
九
月
以
前
拝
借
ノ
地
所
等
犬
牙
錯
雑
其
確
然
タ
ル
書
類
ナ
キ
土
地
ハ

実
地
点
検
ノ
節
境
界
歩
数
等
隣
地
ノ
比
較
ヲ
モ
斟
酌
シ
適
宜
取
極
メ
一
般

検
査
済
ノ
後
更
ニ
台
帳
ヲ
編
製
ス
ヘ
キ
事
但
境
界
相
定
候
節
ハ
双
方
地
主

立
合
ノ
上
偏
頗
ノ
義
無
之
様
至
当
ニ
可
相
定
事

　
　
　

第
十
条　



北海道地券発行条例の制定過程（橋本） 4

あ
っ
て
改
正
で
は
な
い
か
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
②
収
穫
や
隣
地
比
較
等
に

よ
っ
て
地
価
租
額
を
審
査
確
定
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。
追
っ
て
村
落
の

地
所
が
こ
と
ご
と
く
開
拓
さ
れ
、
一
村
を
検
地
し
経
界
を
定
め
る
ま
で
は
、
す

で
に
公
布
さ
れ
て
い
る
地
所
名
称
区
別
を
目
当
て
に
、
地
所
規
則
や
売
貸
規
則

な
ど
に
よ
り
地
租
を
旧
慣
に
従
い
適
宜
に
定
め
地
券
は
本
年
五
月
照
会

（
（2
（

済
み
の

趣
を
も
っ
て
（
函
館
支
庁
と
協
議
の
上
）
施
行
す
る
の
が
よ
い
。
③
地
券
取
扱

心
得
書
も
官
員
申
し
合
わ
せ
に
す
ぎ
な
い
の
で
東
京
出
張
所
で
そ
の
可
否
を
判

断
す
る
の
は
難
し
い
、
本
庁
と
各
支
庁
が
協
議
し
て
適
宜
定
め
る
の
が
よ
い
。

も
っ
と
も
当
係
で
気
づ
い
た
点
に
付
箋
を
付
し
た
う
え
で
ひ
と
ま
ず
心
得
書
を

（
上
局
へ
）
返
却
す
る
、
と
。

　

こ
の
よ
う
に
考
査
係
は
、
当
面
は
地
所
規
則
や
売
貸
規
則
を
も
と
に
旧
来
の

地
租
を
徴
収
し
地
券
を
発
行
す
べ
き
だ
と
し
て
、
本
格
的
な
地
価
租
額
の
審
査

確
定
と
地
券
発
行
に
は
消
極
的
な
態
度
を
と
っ
た
。
ま
た
、
東
京
出
張
所
が
地

券
取
扱
心
得
書
の
可
否
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
と
し
て
判
断
を
保
留
し
た
。

た
だ
、
考
査
係
伺
に
対
す
る
東
京
出
張
所
上
局
の
指
令
等
は
見
ら
れ
ず
、
そ
の

結
果
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
、
再
び
東
京
出
張
所
内
の
動
向
が
分
か
る
よ
う

に
な
る
の
は
一
〇
月
下
旬
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
三

章
で
考
察
す
る
）。

　

以
上
の
経
過
を
札
幌
本
庁
側
か
ら
見
れ
ば
、
明
治
九
年
三
月
に
三
ノ
四
七
号

伺
で
地
券
取
扱
心
得
書
を
提
案
し
て
以
来
、
同
年
七
月
、
八
月
に
照
会
・
回
答

の
往
復
が
あ
っ
た
だ
け
で
、
一
一
月
に
至
っ
て
も
東
京
か
ら
何
の
沙
汰
も
な
い

と
い
う
状
態
が
続
い
た

（
（2
（

。
他
方
、
こ
の
時
期
、
開
拓
使
で
は
新
た
な
政
策
、
す

な
わ
ち
漁
場
昆
布
場
地
租
創
定
事
業
が
開
始
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
地
租
創

定
事
業
は
北
海
道
の
地
券
発
行
、
ひ
い
て
は
ア
イ
ヌ
の
土
地
所
有
問
題
に
大
き

規
則
改
正
の
大
意
は
除
租
年
限
を
緩
和
す
る
こ
と
に
あ
り
、
い
ま
だ
年
期
中
な

の
で
い
ち
い
ち
実
地
に
徴
し
査
定
す
る
儀
は
な
い
、
要
す
る
に
満
期
に
至
れ
ば

収
穫
を
審
査
し
適
当
の
租
額
を
決
定
す
る
の
で
、
い
ま
は
最
前
の
公
布
年
限
を

維
持
す
る
の
が
よ
い
。
よ
っ
て
、
細
目
に
至
る
ま
で
す
べ
て
旧
来
の
通
り
践
行

す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
両
規
則
の
改
正
は
差
し
置
く
が
、
地
券
取
扱
心
得
書
に

つ
い
て
は
長
官
へ
稟
議
し
速
や
か
に
「
報
答
」
し
て
欲
し
い
、
と
い
う
。
札
幌

本
庁
は
、
規
則
改
正
を
す
べ
て
取
り
下
げ
つ
つ
も
、
地
券
取
扱
心
得
書
に
つ
い

て
は
速
や
か
承
認
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

札
幌
本
庁
の
八
ノ
三
二
号
回
答
は
、東
京
出
張
所
の
考
査
係
に
付
議
さ
れ
た
。

そ
の
検
討
結
果
と
思
わ
れ
る
資
料
が
二
点
残
さ
れ
て
い
る

（
（2
（

。
一
つ
は
明
治
九
年

九
月
一
四
日
考
査
係
伺
で
あ
る
（
考
査
係
の
名
の
下
に
「
堀
」、「
小
寺
」
の
捺

印
が
あ
る
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
札
幌
本
庁
の
伺
は
規
則
設
立
の
趣
旨
を
明
文

で
説
明
し
て
い
な
い
、
た
だ
地
所
規
則
に
基
づ
き
地
券
取
扱
心
得
書
を
定
め
た

い
と
い
う
だ
け
で
あ
る
、
こ
れ
で
は
趣
旨
不
明
瞭
な
の
で
、
も
う
一
度
札
幌
本

庁
ヘ
照
会
す
る
か
、
そ
れ
と
も
東
京
出
張
所
で
規
則
改
正
の
達
を
発
令
す
る
か

を
伺
い
た
い
。
な
お
、
地
券
取
扱
心
得
書
中
に
「
存
付
ノ
条
件
」
を
付
箋
で
認

め
た
、
と
い
う
。

　

も
う
一
つ
は
、
明
治
九
年
九
月
一
六
日
考
査
係
伺
で
あ
る
（
係
名
の
下
に
三

人
の
捺
印
が
あ
る
が
判
読
で
き
な
い
）。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
①
北
海

道
は
開
拓
中
で
未
開
地
が
多
く
、
一
村
の
検
地
も
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
。
市
街

地
の
宅
地
租
は
定
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
成
行
に
従
っ
て
変
化
す
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
北
海
道
に
は
府
県
の
よ
う
に
地
租
改
正
の
達
は
布
告
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、開
拓
使
が
地
租
改
正
に
関
す
る
諸
規
則
を「
援

引
比
擬
」
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
い
わ
ん
や
北
海
道
は
地
租
賦
課
の
初
歩
で
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明
治
五
年
九
月
地
所
規
則
公
布
以
来
い
ま
だ
正
確
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い

の
で
、「
全
郡
又
ハ
数
郡
ヲ
一
手
ニ
借
受
居
候
分
」
は
ひ
と
ま
ず
上
地
さ
せ
る
。

③
も
っ
と
も
、
漁
場
持
等
の
旧
習
を
改
め
、
明
治
一
〇
年
か
ら
新
た
に
営
業
を

願
い
出
る
者
に
は
実
地
調
査
の
う
え
相
当
の
場
所
を
割
渡
す
、
と
。
要
す
る
に
、

地
所
規
則
第
三
条
に
よ
っ
て
明
治
五
年
九
月
以
前
か
ら
の
漁
場
昆
布
場
を
私
有

地
・
拝
借
地
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
す
べ
て
上
地
と
し
、
改
め
て

願
い
出
た
者
に
割
渡
す
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

乙
第
一
〇
号
布
達
の
実
施
規
定
と
し
て
設
け
ら
れ
た
の
が
明
治
九
年
九
月

三
〇
日
開
拓
使
丙
第
一
九
一
号
「
漁
場
（
浜
）
昆
布
場
地
租
創
定
順
序
心
得
及

調
査
ノ
為
メ
官
員
派
出
」

（
（3
（

で
あ
る
。
そ
れ
は
、《
実
地
丈
量
（
測
量
→
地
図
製

作
→
地
所
取
調
帳
簿
作
成
）
→
地
価
調
査
（
入
札
法
に
よ
る
地
価
決
定
）
→
割

渡
・
地
券
発
行
》
の
手
順
を
定
め
、
地
租
額
は
地
価
の
一
〇
〇
分
の
三
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
と
り
あ
え
ず
「
漁
場
昆
布
場
」
に
つ
い
て
、
実

地
丈
量
・
地
価
調
査
を
行
い
、
地
券
を
発
行
す
る
と
い
う
事
業
（
以
下
、
こ
の

事
業
を「
漁
場
昆
布
場
地
租
創
定
事
業
」と
い
う
。）が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

同
年
一
〇
月
に
入
る
と
、
札
幌
本
庁
と
函
館
支
庁
は
管
内
各
地
に
官
員
を
派

出
し
、
漁
場
昆
布
場
地
租
創
定
事
業
に
着
手
し
た
。
た
と
え
ば
札
幌
本
庁
管
内

の
後
志
国
岩
内
郡
で
は
、
一
〇
月
二
九
日
派
出
官
員
が
到
着
、
翌
三
〇
日
路
線

の
丈
量
を
開
始
し
、
御
鉾
内
通
り
か
ら
稲
穂
崎
を
経
由
し
て
野
束
・
敷
島
内
両

村
ま
で
測
量
を
行
っ
た
（
一
一
月
一
日
完
了
）。
一
一
月
二
、三
両
日
は
風
雨
の

た
め
製
図
作
業
に
従
事
し
、
四
日
か
ら
御
鉾
内
で
「
毎
戸
地
割
」
に
着
手
し
た
。

そ
し
て
、
今
後
は
二
、三
ヶ
所
あ
る
漁
場
の
割
渡
に
四
〇
日
、
雨
雪
の
と
き
の

製
図
作
業
と
地
価
公
定
で
一
八
日
を
要
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
、
と
報
告
さ
れ

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
次
章
で
は
、
そ
の
漁
場
昆
布
場
地
租
創
定
事

業
の
経
過
を
本
稿
に
必
要
な
限
り
で
概
観
す
る
。

二　

漁
場
昆
布
場
地
租
創
定
事
業
の
開
始

　

地
所
規
則
第
三
条
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
九
月
以
前
に
開
業
し
た
漁

場
昆
布
場
に
つ
い
て
、
永
住
者
は
私
有
地
、
寄
留
者
は
拝
借
地
と
定
め
、
除
租

期
限
を
い
ず
れ
も
五
年
と
定
め
て
い
た
。
そ
の
除
租
期
限
が
明
治
九
年
を
も
っ

て
五
年
満
期
を
迎
え
、
明
治
一
〇
年
か
ら
は
地
租
を
納
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た

（
（2
（

。
し
か
し
、
除
租
満
期
後
の
課
税
に
関
す
る
法
令
は
ま
だ
定
め
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
（
同
第
一
六
条
）。
そ
こ
で
、
開
拓
使
は
、
ま
ず
明
治
九
年
八
月

三
一
日
丙
第
一
三
一
号
達
「
所
有
及
貸
渡
漁
浜
昆
布
場
取
調
」

（
（2
（

に
よ
っ
て
漁
浜

昆
布
場
の
所
有
者
・
拝
借
人
名
、
漁
場
経
界
、
坪
数
等
を
取
り
調
べ
、
至
急
租

税
課
へ
提
出
す
る
よ
う
に
達
を
出
し
た
。
こ
の
と
き
、
追
っ
て
「
実
地
検
察
租

額
制
定
ノ
手
続
」
を
達
す
る
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
同
年
九
月
一
二
日
、
千
島
国
出
張
を
終
え
札
幌
本
庁
に
戻
っ
た

黒
田
清
隆
開
拓
長
官
が
、
札
幌
本
庁
の
堀
基
中
判
官
以
下
に
対
し
て
漁
場
昆
布

場
等
に
つ
い
て
改
正
見
込
を
上
申
す
る
よ
う
指
示
し
た
こ
と
で
、
事
態
は
急
展

開
を
み
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
開
拓
長
官
の
指
示
を
承
け
、
堀
基
中
判
官
以
下
は
、

同
年
九
月
一
四
日
、「
漁
場
昆
布
場
等
ノ
議
ニ
付
開
申
」を
提
出
し
た

（
（2
（

の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
制
定
さ
れ
た
の
が
同
年
九
月
二
一
日
開
拓
使
乙
第
一
〇
号
布
達

「
北
見
根
室
千
島
方
面
漁
場
昆
布
場
ヲ
上
地
セ
シ
メ
更
ニ
志
望
者
ニ
出
願
セ
シ

ム
」（

（2
（

で
あ
る
。
そ
の
お
も
な
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
従
来
の
「
漁
場

持
」

（
（2
（

を
一
切
廃
し
上
地
と
す
る
。
②
寄
留
人
が
借
受
け
た
漁
場
昆
布
場
等
も
、
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林
払
下
代
価
ヲ
納
メ
シ
メ
地
租
ハ
壬
申
年
ヨ
リ
十
五
ヶ
年
間
除
租
地
代
ハ

上
納
ニ
不
及
尤
深
山
幽
谷
人
跡
隔
絶
ノ
地
ハ
姑
ク
此
限
ニ
ア
ラ
ス

　
　
　

第
十
二
条

凡
河
漁
場
ハ
河
岸
堤
防
及
道
路
敷
地
ト
シ
テ
水
際
ヨ
リ
五
間
乃
至
十
間
ヲ

除
キ
之
ヲ
官
有
地
ト
シ
其
以
外
ニ
於
テ
漁
場
宅
地
倉
庫

干
場
等

ヲ
可
割
渡
尤
右
官
有
地

ノ
内
差
支
無
之
地
及
水
面
ハ
其
漁
場
間
口
ノ
間
数
ニ
応
シ
更
ニ
可
貸
渡
事

但
本
文
官
有
地
ノ
広
狭
ハ
実
地
ノ
形
状
ニ
ヨ
リ
審
按
ス
ヘ
キ
事

　

第
九
条
は
地
所
規
則
第
七
条
の
趣
旨
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
再
掲
す
る
も
の
で
、

ア
イ
ヌ
へ
の
土
地
所
有
権
付
与
（
個
人
所
有
ま
た
は
一
村
共
有
）
の
方
針
を
再

確
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
一
二
条
は
地
所
規
則
第
三
条
に
基
づ
く
漁
場
昆

布
場
地
租
創
定
事
業
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た

（
（3
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、地
所
規
則
に
基
づ
く
漁
場
昆
布
場
地
租
創
定
事
業
の
開
始
後
、

明
治
九
年
一
一
月
に
至
っ
て
も
、
開
拓
使
札
幌
本
庁
は
引
き
続
き
ア
イ
ヌ
の
土

地
所
有
容
認
方
針
を
堅
持
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ

ろ
が
、
同
年
一
〇
月
末
か
ら
、
東
京
出
張
所
で
は
新
た
な
政
策
に
関
す
る
議
論

が
始
ま
っ
て
い
た
。
次
章
に
お
い
て
そ
の
過
程
を
考
察
す
る
。

三　

北
海
道
地
券
発
行
条
例
案
の
登
場
─
─
ア
イ
ヌ
土
地
所
有
否
定

　
　
（
官
有
地
化
）
へ
の
転
換

　

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
一
〇
月
二
八
日
と
日
付
が
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
、
発
信
者
名
も
宛
名
も
な
い
伺

（
（3
（

（
開
拓
使
罫
紙
を
使
用
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。

罫
紙
下
段
に
「
八
木
下
」「
吉
見
」「
堀
」
の
捺
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
発
信
者

は
東
京
在
勤
の
八
木
下
信
之
七
等
出
仕
、
堀
貞
亨
四
等
属
、
吉
見
清
彦
五
等
属

た
（
（3
（

。

　

漁
場
昆
布
場
地
租
創
定
事
業
の
開
始
に
と
も
な
い
、
そ
の
根
拠
法
令
で
あ
る

地
所
規
則
の
趣
旨
を
確
認
す
る
た
め
、
開
拓
使
内
で
伺
指
令
の
往
復
が
な
さ
れ

た
。
同
年
一
〇
月
一
七
日
、小
樽
分
署
詰
地
券
掛（
掛
名
の
下
に
三
人
の
花
押
・

捺
印
が
あ
る
、そ
の
う
ち
の
一
人
は
羽
山
光
和
か
）は
札
幌
本
庁
上
局
宛
に「
当

道
地
所
規
則
中
不
解
之
件
々
別
紙
朱
記
挿
註
ノ
通
相
心
得
可
然
哉
」と
伺
い
出
、

「
北
海
道
地
所
規
則
註
釈
」
を
添
付
し
た

（
（3
（

。
そ
れ
は
、
地
所
規
則
第
七
条
に
つ

い
て
は
、
山
林
川
沢
な
ど
ア
イ
ヌ
が
利
用
し
て
来
た
一
切
の
土
地
に
お
い
て
官

有
と
民
有
の
区
別
を
立
て
、
ア
イ
ヌ
の
情
願
に
よ
り
一
人
あ
る
い
は
一
村
・
数

村
持
ち
な
ど
に
改
め
、
地
券
を
交
付
す
る
趣
旨
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
も
の

で
あ
っ
た

（
（3
（

。

　

さ
ら
に
同
年
一
一
月
二
〇
日
、
札
幌
本
庁
租
税
課
（
課
名
の
上
に
金
井
信
之

少
書
記
官
の
捺
印
が
あ
る
）・
戸
籍
課
・
地
理
課
・
考
査
課
は
札
幌
本
庁
上
局

（
堀
基
、
調
所
の
捺
印
あ
り
）
宛
に
次
の
よ
う
な
伺
を
提
出
し
た

（
（3
（

。
す
な
わ
ち
、

「
三
ノ
四
十
七
号
伺
」
を
も
っ
て
「
地
券
発
行
ニ
付
取
扱
心
得
方
」（
地
券
取
扱

心
得
書
）
を
東
京
へ
照
会
し
た
が
い
ま
だ
回
答
が
な
い
。
す
で
に
積
雪
の
時
分

な
の
で
即
今
実
地
丈
量
を
実
施
し
な
い
と
明
年
に
な
っ
て
不
都
合
が
生
じ
る
。

そ
こ
で
、
当
面
札
幌
近
在
か
ら
調
査
し
た
い
の
で
、「
地
券
発
行
ニ
付
心
得
書

増
補
」（
全
一
六
条
、
以
下
、「
地
券
取
扱
心
得
書
増
補
」
と
い
う
。）
を
添
付

し
た
、
と
い
う
。
そ
の
な
か
で
本
稿
が
と
く
に
注
目
す
る
の
は
以
下
の
条
文
で

あ
る
。

　
　
　

第
九
条

従
来
土
人
等
漁
猟
伐
木
仕
来
リ
シ
地
ト
雖
ト
モ
更
ニ
区
分
相
立
持
主
或
ハ

一
村
共
有
地
ニ
改
メ
是
亦
地
券
ヲ
渡
シ
一
般
ノ
成
規
ニ
拠
リ
漁
猟
税
及
官
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券
取
扱
心
得
書
と
各
出
張
所
心
得
書
に
よ
り
調
査
条
例
を
確
定
し
、
地
券
発
行

地
租
課
収
の
布
達
と
同
時
に
各
庁
ヘ
達
し
た
い
。

　

資
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
伺
は
お
お
む
ね
―
―
た
と
え
ば
地
租
は

地
価
一
〇
〇
分
の
一
と
す
る
な
ど
─
─
上
局
に
よ
っ
て
聞
き
届
け
ら
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
後
、
八
木
下
ら
は
さ
ら
に
地
券
発
行
条
例
草
案
の
作
成
に
着
手

し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
明
治
九
年
一
一
月

八
日
八
木
下
信
之
七
等
出
仕
伺

（
（3
（

（
宛
名
は
未
記
載
だ
が
、
罫
紙
欄
外
に
「
西
村
」

の
捺
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
西
村
貞
陽
中
判
官
が
受
理
し
た
の
は
確
実
で
あ
る
）

で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
全
文
を
引
用
す
る
。

漁
場
改
正
地
券
発
行
ノ
条
例
ハ
即
今
取
調
中
ニ
付
不
遠
草
稿
成
就
相
伺
可

申
然
ル
ニ
地
所
規
則
第
十
六
条
ニ
除
租
満
期
後
ノ
制
程
ハ
追
テ
可
相
定
旨

掲
載
有
之
今
般
地
租
賦
課
ノ
儀
ハ
右
規
則
ニ
続
キ
御
創
定
可
相
成
処
地
所

規
則
ハ
太
政
官
ヨ
リ
御
布
告
相
成
且
租
税
ノ
法
ヲ
定
メ
改
正
ス
ル
事
ト
当

使
章
程
上
款
第
五
条
ニ
掲
載
有
之
又
租
額
ハ
地
価
百
分
ノ
一
ト
御
決
定
相

成
義
ニ
候
ハ
ヽ
是
又
一
般
ノ
制
ニ
異
ナ
リ
候
義
ニ
付
旁
正
院
御
伺
不
相
成

候
テ
ハ
不
相
済
義
ト
存
シ
別
紙
草
案
取
調
此
段
相
伺
候
也

　
　

九
年
十
一
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
木
下
七
等
出
仕
㊞

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
①
地
券
発
行
条
例
は
ま
だ
取
調
中
で
あ
る
が
、
遠
か
ら
ず

完
成
す
る
、
②
地
所
規
則
第
一
六
条
に
よ
り
今
般
の
地
租
賦
課
は
太
政
官
布
告

と
な
り
、
か
つ
租
税
法
の
改
正
は
開
拓
使
事
務
章
程
（
明
治
八
年
一
二
月
二
八

日
太
政
官
第
二
一
七
号
達
）
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ま
た
地
租
額
は
一

般
の
制
度
と
異
な
り
地
価
一
〇
〇
分
の
一
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
券
発
行
条

例
案
は
正
院
に
伺
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
③
そ
こ
で
別
紙
草
案
（
未
見
）

を
提
出
す
る
、
と
い
う
。

と
思
わ
れ
る
。
無
署
名
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
伺
（
全
一
〇
ヶ
条
）
は
そ
の

後
の
地
租
創
定
事
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
、
本
稿

に
と
っ
て
必
要
な
限
り
で
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

　

第
一
に
、
地
租
創
定
事
業
の
実
施
対
象
に
つ
い
て
。
す
で
に
北
海
道
各
郡
の

漁
場
昆
布
場
に
つ
い
て
上
地
と
割
渡
に
関
す
る
布
達
が
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
の

地
所
調
査
・
地
券
発
行
等
は
地
所
規
則
第
三
条
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
実
際
の
処
分
で
は
漁
場
だ
け
で
な
く
家
屋
倉
庫
敷
地
等
も
含
ま
れ
る

た
め
、
地
所
規
則
第
三
条
だ
け
で
な
く
第
一
条
（
永
住
者
の
居
屋
漁
舎
倉
庫
敷

地
、
社
寺
、
墾
成
拝
借
地
を
私
有
地
に
定
め
る
）
に
も
跨
が
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
の
た
め
不
都
合
、
不
平
均
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
今
後
は
事
業
の

対
象
を
漁
場
昆
布
場
に
限
定
せ
ず
、
全
道
一
般
に
地
券
を
発
行
す
る
よ
う
に
し

た
い
。

　

第
二
に
、
地
租
率
に
つ
い
て
。
地
租
は
す
で
に
一
〇
〇
分
の
三
と
い
う
こ
と

で
決
定
済
み
で
あ
る
が
、
北
海
道
は
現
在
開
墾
施
行
中
な
の
で
、「
法
ヲ
寛
ニ

シ
税
ヲ
軽
ク
シ
人
心
ヲ
帰
嚮
セ
シ
メ
戸
口
繁
殖
ノ
道
ヲ
立
」
て
る
こ
と
が
「
目

下
緊
要
ノ
事
務
」
で
あ
る
。
か
つ
漁
業
の
あ
る
郡
で
は
海
産
税
を
課
収
し
て
い

る
の
で
府
県
同
軌
と
は
し
が
た
い
状
況
も
あ
る
の
で
、「
当
分
地
価
百
分
一
」

に
し
た
い
。

　

第
三
に
、
適
用
法
令
に
つ
い
て
。
①
地
券
発
行
・
地
租
課
収
の
大
体
は
明
治

六
年
七
月
二
八
日
太
政
官
第
二
七
二
号
（
布
）
地
租
改
正
条
例
や
地
租
改
正
事

務
局
布
達
等
に
則
り
、
そ
の
細
目
は
各
府
県
現
地
施
行
の
方
法
等
を
斟
酌
折
衷

し
て
施
行
す
れ
ば
よ
い
。
そ
こ
で
、
②
漁
場
昆
布
場
割
渡
地
所
の
検
査
・
地
価

取
調
等
は
本
庁
明
治
九
年
九
月
一
五
日
付
番
外
地
租
創
定
順
序
心
得
並
地
価
検

査
に
よ
り
、
そ
の
他
「
一
般
各
種
ノ
地
所
」
は
明
治
九
年
三
ノ
四
七
号
伺
の
地
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道
地
券
発
行
条
例
案
、
そ
し
て
「
地
所
種
類
及
其
制
限
地
券
申
請
書
替
ノ
節
証

印
税
収
納
等
布
達
」
案
が
用
意
さ
れ
て
い
た

（
（3
（

。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
さ
ら
に
第

三
の
政
策
転
換
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
本
稿
が
注
目
す
る
の
は
北

海
道
地
券
発
行
条
例
案
の
以
下
の
条
文
で
あ
る（
見
せ
消
ち
の
傍
線
は
引
用
者
。

〔　

〕（
亀
甲
括
弧
）
は
挿
入
さ
れ
た
語
句
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
以
下
、
同
じ
。

な
お
、
誰
が
削
除
・
挿
入
し
た
の
か
は
不
明
）。

第
十
六
条　

北
海
道
地
所
規
則
第
七
条
ニ
掲
載
セ
ル
山
林
川
沢
〔
及
ヒ
其

他
ノ
山
林
原
野
等
荒
漠
ノ
地
〕
ハ
当
分
総
テ
官
有
地
ト
ス
ヘ
シ

第
十
七
条　

旧
蝦
夷
人
住
居
ノ
地
ハ
其
地
所
ノ
種
類
ヲ
問
ハ
ス
〔
当
分
〕

総
テ
官
有
地
第
三
種
ニ
編
入
ス
ヘ
シ
〔
但
地
方
ノ
景
況
ト
旧
蝦
夷
人
ノ

情
態
ニ
因
リ
成
規
ノ
処
分
ヲ
為
ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
〕

　

第
一
六
条
は
、
地
所
規
則
第
七
条
の
改
正
で
あ
り
、
山
林
原
野
等
は
す
べ
て

官
有
地
化
し
、
従
前
認
め
て
い
た
ア
イ
ヌ
の
土
地
所
有
を
否
定
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
第
一
七
条
は
地
所
規
則
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
、
山
林
原
野
等

だ
け
で
な
く
ア
イ
ヌ
の
住
居
地
ま
で
も
官
有
地
化
す
る
と
い
う
方
針
を
示
す
も

の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
開
拓
使
の
政
策
は
、
ア
イ
ヌ
土
地
所
有
の
容
認
か
ら

全
面
否
定
（
官
有
地
化
）
へ
と
一
八
〇
度
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
証
印
税
収
納

等
布
達
案
も
ほ
ぼ
同
様
の
規
定
を
置
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　

第
十
二
〔
二
〕
条

耕
地
宅
地
ハ
何
人
ニ
拘
ハ
ラ
ス
人
民
各
自
之
ヲ
所
有
セ
シ
メ
海
産
干
場
ハ

海
産
採
取
ノ
業
ヲ
営
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
所
有
セ
シ
メ
ス
〔
山
林

ハ
当
分
総
テ
官
有
地
ト
シ
〕
牧
場
ハ
当
分
公
有
地
ト
シ
テ
官
民
共
同
ノ
用

ニ
充
ツ
ヘ
シ

　
　
　

第
十
五
〔
四
〕
条

　

完
成
し
た
地
券
発
行
条
例
案
が
太
政
官
正
院
に
提
出
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
か

ら
数
日
後
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
九
年
一
一
月
一
四
日
、
黒
田
清

隆
開
拓
長
官
は
三
条
実
美
太
政
大
臣
宛
甲
第
二
七
号
「
管
内
地
租
課
収
ノ
義

伺
」

（
（3
（

を
太
政
官
正
院
に
提
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、

明
治
五
年
九
月
御
布
告
北
海
道
地
所
規
則
第
十
六
条
ニ
除
租
満
期
後
ノ
制

程
ハ
追
テ
可
相
定
旨
掲
載
有
之
候
処
同
第
三
条
ニ
掲
載
セ
ル
漁
浜
昆
布

場
ノ
義
ハ
本
年
ニ
テ
満
期
相
成
候
ニ
付
地
租
課
収
等
ノ
義
明
治
六
年
第

二
百
七
十
二
号
御
布
告
地
租
改
正
ノ
条
規
ニ
循
フ
ヘ
キ
筈
ニ
候
ヘ
共
漁
場

昆
布
場
ハ
勿
論
耕
宅
地
等
府
県
ト
其
体
裁
ヲ
異
ニ
シ
テ
従
来
貢
租
ノ
制
ナ

ク
且
開
拓
施
行
中
専
ラ
民
業
ヲ
勧
誘
シ
戸
口
繁
殖
ノ
方
ヲ
尽
シ
候
義
目
下

ノ
要
務
ニ
付
遽
然
府
県
同
軌
ノ
制
ニ
循
ヒ
難
キ
情
状
有
之
候
間
地
租
創
定

ノ
大
要
ハ
一
般
改
正
ノ
御
趣
旨
ニ
則
リ
其
節
目
ニ
至
リ
候
テ
ハ
当
使
限
リ

地
方
適
宜
ノ
処
分
致
シ
管
内
一
般
地
券
ヲ
発
シ
地
租
ハ
当
分
ノ
内
地
価
百

分
ノ
一
ニ
定
メ
人
民
旧
来
ノ
所
有
地
并
漁
浜
昆
布
場
ハ
来
明
治
十
年
ヨ
リ

収
税
シ
其
他
地
所
規
則
土
地
売
貸
規
則
中
各
種
ノ
地
所
ハ
逓
年
除
租
満
期

ノ
翌
年
ヨ
リ
右
ノ
租
額
ヲ
課
収
シ
開
拓
進
歩
ノ
度
ニ
随
ヒ
土
地
漸
次
ニ
整

理
後
来
自
然
一
般
ノ
成
規
ニ
適
合
候
様
施
行
致
シ
度
候
条
至
急
御
允
裁
有

之
度
此
段
相
伺
候
也

　

一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
甲
第
二
七
号
伺
は
同
年
一
〇
月
二
八
日
伺
の

趣
旨
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
開
拓
使
は
、
第
一
に
、

地
租
創
定
事
業
を
漁
場
昆
布
場
に
限
定
せ
ず
、
全
道
一
般
に
地
券
を
発
行
す
る

と
い
う
方
針
に
転
換
し
た
。
そ
し
て
、
第
二
に
、
北
海
道
一
般
の
地
租
も
従
前

の
地
価
一
〇
〇
分
の
三
か
ら
一
〇
〇
分
の
一
へ
と
縮
減
し
た
の
で
あ
る
。

　

甲
第
二
七
号
伺
に
は
、
付
随
し
て
、
地
租
一
〇
〇
分
の
一
の
布
達
案
や
北
海
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と
い
う
資
料
が
あ
る
。
そ
し
て
、
同
年
一
二
月
八
日
、
大
隈
重
信
大
蔵
卿
よ
り

三
条
実
美
太
政
大
臣
宛
「
開
拓
使
伺
管
内
地
租
課
収
之
儀
ニ
付
上
答
」

（
（4
（

は
「
見

込
之
通
御
許
可
相
成
可
然
」
と
回
答
し
た
う
え
で
、「
漁
浜
昆
布
場
」
に
地
税

を
賦
課
す
る
の
は
「
不
穏
当
」
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
右
場
所
が
官
有
な
ら
ば

「
官
地
拝
借
料
」
を
徴
収
す
る
の
が
よ
い
、
と
上
答
し
た
。

　

同
年
一
二
月
一
一
日
、
太
政
官
史
官
第
五
科

（
（4
（

が
開
拓
使
東
京
出
張
所
に
対
し

て
「
御
管
内
地
租
課
収
之
義
御
伺
出
」
に
つ
い
て
尋
問
し
た
い
点
が
あ
る
の
で
、

明
一
二
日
主
任
の
者
を
一
名
差
し
出
し
て
ほ
し
い
と
掛
合
に
及
ん
で
き
た
（
第

一
〇
七
号
）

（
（4
（

。
そ
れ
に
応
じ
て
開
拓
使
か
ら
堀
貞
亨
が
史
官
第
五
科
ヘ
出
頭
し

た
。
史
官
第
五
科
が
尋
問
し
た
か
っ
た
の
は
漁
場
昆
布
場
収
租
に
関
す
る
大
蔵

省
上
答
の
趣
旨
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

　

堀
の
第
五
科
に
対
す
る
回
答
が
、
明
治
九
年
一
二
月
一
二
日
開
拓
判
官
よ
り

史
官
第
五
科
宛
第
二
三
四
八
号
回
答

（
（4
（

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
史
官
第
五
科

は
、
大
蔵
省
上
答
の
趣
旨
（
漁
場
昆
布
場
に
地
租
を
賦
課
す
る
の
は
不
穏
当

で
、
右
場
所
は
官
有
地
な
の
で
官
地
拝
借
料
を
収
入
す
る
の
が
よ
い
の
で
は
な

い
か
）
を
踏
ま
え
た
上
で
、
実
地
の
景
況
か
ら
地
租
課
収
の
当
否
如
何
を
尋
問

し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
堀
の
回
答
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
漁
場
昆

布
場
は
、
実
際
は
海
浜
の
陸
地
で
「
海
産
収
穫
ノ
後
乾
製
或
ハ
貯
蔵
等
ノ
用
ニ

供
シ
候
場
所
」
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
「
宅
地
同
様
家
屋
倉
庫
等
ヲ
建
設
」

し
て
あ
り
、
従
前
か
ら
「
私
有
ノ
姿
」
を
な
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
地
所
規

則
に
よ
っ
て
す
で
に
私
有
地
に
定
め
ら
れ
た
場
所
も
あ
る
の
で
、
地
租
を
課
収

す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
な
か
に
は
官
民
有
区
分
を
経
て

官
有
地
に
な
っ
た
も
の
の
中
に
は
拝
借
料
を
収
入
す
べ
き
分
も
あ
る
。
こ
れ
は

実
地
の
景
況
に
従
っ
て
当
使
に
お
い
て
適
宜
処
分
す
る
は
ず
で
あ
る
、
と
。
こ

海
産
干
場
海
岸
地
浪
打
際
満
潮
ノ
時

ヲ
云
フ

ヨ
リ
五
間
乃
至
十
五
間
ハ
之
ヲ
官
有
地
ト

シ
〔
テ
〕
干
場
所
有
ノ
者
ニ
貸
渡
ス
ヘ
シ
山
岳
等
海
浜
ヘ
突
出
シ
土
地
狭

隘
ニ
シ
テ
右
間
数
ノ
外
私
有
地
セ
シ
ム
ヘ
キ
余
地
無
之
場
所
ハ
総
テ
官
有

地
ト
シ
テ
之
ヲ
貸
渡
ス
ヘ
シ

　
　
　

第
十
六
〔
五
〕
条　

従
前
該
地
土
着
ノ
人
民
ニ
シ
テ
旧
来
之
ヲ
所
有
シ
干
場
ヲ
以
テ
住
居
ト
為

ス
モ
ノ
ニ
限
リ
其
制
限
ニ
過
ク
ル
五
分
千
坪
ニ
付
五
拾

坪
ノ
割
合　

以
下
ノ
地
ハ
之
ヲ
所
有
ス

ル
ヲ
許
ス
ヘ
シ

　

既
述
の
よ
う
に
、
八
木
下
信
之
七
等
出
仕
ら
の
明
治
九
年
一
〇
月
二
八
日
伺

は
、（
漁
場
昆
布
場
以
外
の
）
一
般
各
種
地
所
に
つ
い
て
は
三
ノ
四
七
号
伺
（
地

券
取
扱
心
得
書
と
各
出
張
所
心
得
書
）
に
よ
っ
て
地
券
発
行
条
例
を
確
定
す
る

と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
八
木
下
ら
の
当
初
案
は
ア
イ
ヌ
の
土
地
所

有
を
容
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
上
局
と
の

往
復
を
経
て
、
開
拓
使
と
し
て
の
方
針
は
ア
イ
ヌ
の
土
地
所
有
を
否
定
す
る
も

の
（
官
有
地
化
）
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四　

北
海
道
地
券
発
行
条
例
の
制
定
─
─
ア
イ
ヌ
土
地
所
有
否
定
（
官

　
　

有
地
化
）
の
確
定

　

前
述
の
よ
う
に
、
開
拓
使
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
一
一
月
一
四
日
甲

第
二
七
号
「
管
内
地
租
課
収
ノ
義
伺
」
を
提
出
し
た
。
省
使
か
ら
太
政
官
正
院

に
上
奏
さ
れ
た
起
案
文
書
は
、通
常
、正
院
か
ら
法
制
局
に
付
議
さ
れ
る
が（
明

治
八
年
九
月
（
日
欠
）
法
制
局
職
制
章
程
第
二
条
）、
そ
れ
を
示
す
資
料
は
残

さ
れ
て
い
な
い
。
代
わ
り
に
、
同
年
一
一
月
一
六
日
に
大
蔵
省
ヘ
付
議
さ
れ
た
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れ
は
同
条
例
の
成
案
が
完
成
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
翌
明
治
一
〇
年
三
月

二
三
日
、
札
幌
本
庁
（
堀
基
大
書
記
官
・
調
所
広
丈
権
大
書
記
官
）
は
函
館
支

庁
（
柳
田
友
卿
権
少
書
記
官
）
宛
に
意
見
書
（
三
ノ
三
九
号
）

（
（4
（

を
送
り
、
東
京

で
北
海
道
地
券
発
行
条
例
を
調
査
し
日
な
ら
ず
制
定
さ
れ
る
は
ず
だ
が
、
先
日

万
一
抵
触
す
る
廉
が
あ
れ
ば
達
を
公
布
す
る
前
に
改
正
し
た
方
が
よ
い
と
の
申

越
（
第
一
〇
五
号
）
が
あ
っ
た
の
で
意
見
書
を
送
付
し
た
、
と
い
う
。
そ
し
て
、

同
年
五
月
一
九
日
、
函
館
支
庁
も
意
見
書
を
東
京
出
張
所
の
書
記
官
に
送
付
し

た（
第
二
七
五
号
）

（
（4
（

。
同
規
則
が
よ
う
や
く
公
布
さ
れ
た
の
は
、周
知
の
よ
う
に
、

翌
明
治
一
〇
年
一
二
月
一
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
同
日
、
開
拓
使
乙

第
二
五
号
布
達
「
地
券
発
行
ニ
付
地
所
区
分
制
限
及
地
券
申
請
証
印
税
収
納
規

則
」

（
（4
（

も
制
定
さ
れ
た
。

お
わ
り
に

　

明
治
五
年
地
所
規
則
は
ア
イ
ヌ
の
土
地
所
有
を
容
認
し
て
い
た
の
に
、
明
治

一
〇
年
地
券
発
行
条
例
は
ア
イ
ヌ
の
土
地
所
有
を
否
定
し
、
山
林
原
野
・
住
居

地
の
官
有
地
化
を
規
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ア
イ
ヌ
土
地
所
有

政
策
の
転
換
は
、
い
つ
、
な
ぜ
、
誰
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
課
題

に
つ
い
て
、
本
稿
の
考
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
諸
点
を
整
理
し
て
お
き

た
い
。

　

明
治
五
年
地
所
規
則
は
各
種
土
地
を
私
有
地
化
し
地
券
を
交
付
す
る
と
い
う

実
体
法
規
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
地
券
発
行
の
手
続
法
規
を
欠
い
て
い

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
地
所
規
則
に
基
づ
く
地
券
発
行
手
続
の
整
備
は
、
開
拓
使
に

と
っ
て
不
可
避
の
課
題
で
あ
っ
た
。
実
際
に
開
拓
使
が
地
券
発
行
手
続
の
整
備

の
回
答
を
受
け
て
、
同
年
一
二
月
一
六
日
、
史
官
第
五
科
は
「
総
テ
伺
ノ
通
御

允
許
相
成
可
然
」
と
し
て
太
政
官
正
院
（
大
臣
・
参
議
・
卿
輔
）
宛
に
伺
い
出

た
（
（4
（

。

　

さ
ら
に
同
年
一
二
月
一
四
日
、開
拓
長
官
は
太
政
大
臣
宛
に
甲
第
二
九
号「
地

租
ノ
義
ニ
付
再
伺
」

（
（4
（

を
提
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
甲
第
二
七
号
伺
は
地
所
規
則

除
租
満
期
に
従
い
順
次
収
租
す
る
と
い
う
も
の
な
の
で
、
正
院
の
裁
可
が
得
ら

れ
れ
ば
別
紙
草
案
の
よ
う
に
一
般
に
布
告
し
た
い
、と
い
う
。
そ
の
草
案
は「
北

海
道
地
租
ノ
義
当
分
地
価
百
分
ノ
一
ニ
定
メ
明
治
五
年
九
月
布
告
北
海
道
地
所

規
則
ニ
拠
リ
明
治
十
年
ヨ
リ
課
収
候
条
此
旨
布
告
候
事
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
（
（4
（

。

　

太
政
官
正
院
は
、
同
年
一
二
月
二
七
日
に
甲
第
二
七
号
伺
に
対
す
る
指
令

（「
伺
ノ
通
」）
を
、
翌
二
八
日
に
は
甲
第
二
九
号
伺
に
対
す
る
指
令
（「
伺
ノ
趣

第
百
六
拾
壱
号
ヲ
以
テ
布
告
候
事
」）
を
そ
れ
ぞ
れ
発
し
た
。

　

以
上
の
経
過
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
開
拓
使
は
甲
第
二
七
号
伺
に
よ
っ
て

ア
イ
ヌ
の
土
地
所
有
を
否
定
し
す
べ
て
官
有
地
化
す
る
と
い
う
政
策
を
新
た
に

提
案
し
た
が
、
太
政
官
正
院
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
承
認
し
た
。
こ
の
点
に
関
し

て
と
く
に
太
政
官
や
大
蔵
省
が
開
拓
使
と
議
論
し
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
う
し
て
開
拓
使
甲
第
二
七
号
に
対
す
る
同
年
一
二
月
二
七
日
太
政
官
指
令
に

よ
っ
て
ア
イ
ヌ
の
土
地
所
有
否
定
（
官
有
地
化
）
の
方
針
は
最
終
的
に
確
定
し

た
の
で
あ
る
。

　

明
治
九
年
一
二
月
二
八
日
指
令
に
つ
い
て
は
、
同
日
た
だ
ち
に
太
政
官
第

一
六
一
号
布
告
「
北
海
道
地
租
ノ
儀
当
分
地
価
百
分
ノ
壱
ニ
相
定
候
条
此
旨
布

告
候
事
」
と
し
て
発
令
さ
れ
た
。
他
方
、
同
年
一
二
月
二
七
日
太
政
官
指
令
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
地
券
発
行
条
例
の
方
は
な
か
な
か
公
布
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
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西
村
中
判
官
、
安
田
少
判
官
な
ど
）
の
意
向
が
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
作
成
さ
れ
た
の
が
、
同
年
一
一
月
一
四
日
開
拓
長
官
よ
り
太
政
大

臣
宛
甲
第
二
七
号
「
管
内
地
租
課
収
ノ
義
伺
」
で
あ
る
。
甲
第
二
七
号
伺
に
添

付
さ
れ
た
地
券
発
行
条
例
案
は
ア
イ
ヌ
の
土
地
所
有
を
否
定
（
官
有
地
化
）
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
同
年
一
二
月
二
七
日
太
政
大
臣
指
令
に
よ
っ
て

正
式
に
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
イ
ヌ
の
土
地
所
有
否
定
（
官
有
地
化
）

は
明
治
政
府
の
政
策
と
し
て
確
定
し
た
。
た
だ
、
地
券
発
行
条
例
案
の
起
草
作

業
は
一
二
月
二
七
日
太
政
大
臣
指
令
後
も
継
続
し
て
お
り
、
実
際
に
そ
れ
が
公

布
さ
れ
た
の
は
ほ
ぼ
一
年
後
の
明
治
一
〇
年
一
二
月
一
三
日
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
本
稿
の
考
察
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
政
府
（
開
拓
使
）
は
な
ぜ

ア
イ
ヌ
の
土
地
所
有
を
否
定
し
官
有
地
化
し
た
の
か
、
そ
の
政
策
的
理
由
を
直

接
ま
た
は
間
接
に
示
す
資
料
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。
換
言
す
れ
ば
、「
は
じ
め
に
」
で
言
及
し
た
①
「
ア
イ
ヌ
保
護
説
」

を
実
証
的
に
裏
付
け
る
資
料
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
言
説
が
、
い

つ
、
な
ぜ
登
場
し
た
の
か
、
今
後
も
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い

（
（5
（

。

注（
１
）
開
拓
使
布
令
録
編
輯
課
編
『
明
治
五
年
開
拓
使
布
令
録
』
開
拓
使
、
一
八
八
三
年
、

一
四
頁
、
大
蔵
省
『
開
拓
使
事
業
報
告
附
録
・
布
令
類
聚
』
上
編
、
一
八
八
五
年
、

二
六
〇
丁
。
な
お
、『
明
治
五
年
開
拓
使
布
令
録
』
に
は
「
太
政
官
へ
稟
裁
御
指
令
ハ

十
月
十
二
日
ナ
リ
」
と
あ
る
。

（
２
）
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
地
所
規
則
第
八
条
か
ら
第
一
三
条
ま
で
が
売
貸
規
則
第
一

条
か
ら
第
六
条
ま
で
に
、
同
じ
く
第
一
六
条
か
ら
第
一
八
条
ま
で
が
売
貸
規
則
第
七

条
か
ら
第
九
条
ま
で
と
な
っ
た
。

に
着
手
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
開
拓
使
札
幌
本
庁
の
明
治
九
年
三
月
二
二
日
三

ノ
四
七
号
伺
（
地
券
取
扱
心
得
書
）
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
か
な
か

東
京
出
張
所
か
ら
指
令
は
送
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

明
治
九
年
九
月
か
ら
漁
場
昆
布
場
地
租
創
定
事
業
が
始
ま
る
と
、
札
幌
本
庁

は
地
券
発
行
事
業
の
実
施
を
急
い
だ
。
そ
こ
で
、
東
京
出
張
所
へ
同
年
一
一
月

二
〇
日
伺
（
地
券
取
扱
心
得
書
増
補
）
を
提
出
し
、
当
面
札
幌
近
在
か
ら
調
査

を
開
始
し
よ
う
と
し
た
。
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、
地
券
取
扱
心
得
書
と
地

券
取
扱
心
得
書
増
補
は
い
ず
れ
も
、
地
所
規
則
と
同
様
に
、
ア
イ
ヌ
土
地
所
有

の
容
認
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、間
も
な
く
、東
京
出
張
所
に
お
い
て
ア
イ
ヌ
土
地
所
有
を
否
定（
官

有
地
化
）
す
る
と
い
う
主
張
が
登
場
す
る
。
そ
の
経
緯
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
札
幌
本
庁
か
ら
地
券
取
扱
心
得
書
の
提
案
を
受
け
た
東
京
出
張
所
で
は
、

当
初
、
考
査
係
が
本
格
的
な
地
価
調
査
・
地
券
発
行
に
慎
重
な
意
見
を
述
べ
て

い
た
。
し
か
し
、
同
年
九
月
に
開
始
さ
れ
た
漁
場
昆
布
場
地
租
創
定
事
業
を
契

機
に
、
よ
り
積
極
的
で
具
体
的
な
意
見
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
同
年
一
〇
月
、
八
木
下
信
之
権
少
書
記
官
ら
か
ら
上
局
へ
の
伺
は
、
①
地

租
創
定
事
業
の
対
象
を
漁
場
昆
布
場
だ
け
で
な
く
北
海
道
の
土
地
全
体
に
拡
大

す
る
、
②
地
租
率
を
地
価
一
〇
〇
分
の
一
と
す
る
、
③
漁
場
昆
布
場
割
渡
地
所

の
検
査
・
地
価
取
調
等
は
地
租
創
定
順
序
心
得
並
地
価
検
査
に
よ
り
、
そ
の
他

「
一
般
各
種
ノ
地
所
」
に
つ
い
て
は
三
ノ
四
七
号
伺
の
地
券
取
扱
心
得
書
と
各

出
張
所
心
得
書
に
よ
っ
て
条
例
を
確
定
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
最
終
的
に
③
は
修
正
さ
れ
、
山
林
原
野
や
居
住
地
に
対
す
る
ア
イ

ヌ
の
土
地
所
有
を
否
定
し
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
官
有
地
化
す
る
と
い
う
の
が

開
拓
使
の
方
針
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
東
京
出
張
所
上
局
（
黒
田
開
拓
長
官
、
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て
い
な
い
。

（
12
）
松
本
十
郎
に
つ
い
て
は
、
松
浦
義
信
編
『
根
室
も
志
保
草
―
松
本
十
郎
大
判
官
稿
』

（
み
や
ま
書
房
、
一
九
七
四
年
）、
井
黒
弥
太
郎
『
異
形
の
人
―
厚
司
判
官
松
本
十
郎
伝
』

（
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
八
八
年
）、
参
照
。

（
13
）
東
京
出
張
所
は
、
そ
の
内
部
に
庶
務
・
金
穀
・
用
度
の
三
掛
を
置
き
、
さ
ら
に
北

海
道
物
産
会
所
を
管
し
た
（『
新
北
海
道
史
』
第
三
巻
、
九
九
頁
）。

（
14
）
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
『
地
券
発
行
関
渉
書
類
（
租
税
課
）』（
簿
書
番
号

二
四
九
九
）、
同
『
長
官
伺
届
録
・
時
任
為
基
於
東
京
伺
済
書
類
（
公
文
課
）』（
簿
書

番
号
一
二
二
一
）。

（
15
）「
第
六
条　

土
地
買
下
ノ
後
開
墾
其
他
共
上
等
地
ハ
十
二
ヶ
月
中
等
地
ハ
十
五
ヶ

月
下
等
地
ハ
二
十
ヶ
月
ヲ
過
キ
不
下
手
者
ハ
上
地
申
付
ル
事
」。

（
16
）
こ
の
伺
指
令
の
原
文
は
未
見
で
あ
る
。

（
17
）
調
所
広
丈
は
、
鹿
児
島
県
士
族
。
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
四
月
生
ま
れ
、
明

治
五
年
（
一
八
七
二
）
一
月
一
四
日
開
拓
使
八
等
出
仕
、
同
年
三
月
一
七
日
東
京

詰
、
六
年
一
二
月
二
八
日
当
分
上
局
事
務
取
扱
、
七
年
二
月
八
日
任
開
拓
幹
事
、
同

年
一
〇
月
二
日
清
国
北
京
出
張
、
八
年
六
月
七
日
札
幌
在
勤
、
同
年
八
月
一
三
日
任

開
拓
少
判
官
、
同
年
九
月
四
日
上
局
事
務
取
扱
被
仰
付
、
九
年
五
月
三
日
出
京
命
令
、

同
年
八
月
三
日
札
幌
学
校
校
長
兼
務
被
仰
付
、
一
〇
年
一
月
二
三
日
任
開
拓
権
大
書

記
官
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
職
務
進
退
・
元
老
院　

勅
奏
任
官
履
歴
原
書　

転
免

病
死
ノ
部
』、
本
館-2A

-001-00

、【
請
求
番
号
】00148100

）。

（
18
）
西
村
貞
陽
は
、
佐
賀
士
族
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
一
二
月
生
ま
れ
、
明
治

二
年
（
一
八
六
九
）
八
月
八
日
任
少
主
典
、
六
年
六
月
七
日
開
拓
次
官
黒
田
清
隆
北

海
道
出
張
中
次
官
代
理
被
仰
付
、
七
年
二
月
八
日
任
開
拓
少
判
官
、
八
年
三
月
一
二

日
任
開
拓
中
判
官
、
同
月
二
八
日
清
国
へ
派
遣
、
同
年
一
二
月
二
八
日
開
拓
長
官
黒

田
清
隆
朝
鮮
国
派
遣
中
長
官
代
理
被
仰
付
、
九
年
四
月
六
日
佐
賀
の
乱
の
際
長
崎
県

へ
出
張
、
一
〇
年
一
月
二
三
日
任
開
拓
大
書
記
官
、
同
年
二
月
開
拓
長
官
西
国
出
張

中
長
官
代
理
被
仰
付
（『
職
務
進
退
・
元
老
院　

勅
奏
任
官
履
歴
原
書　

転
免
病
死
ノ

部
』）。

（
19
）
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
『
地
券
発
行
関
渉
書
類
（
租
税
課
）』（
簿
書
番
号

（
３
）『
開
拓
使
事
業
報
告
附
録
・
布
令
類
聚
』
上
編
、
二
五
八
丁
。

（
４
）
明
治
五
年
一
〇
月
一
〇
日
太
政
官
第
三
〇
四
号
「
北
海
道
土
地
売
貸
規
則
」（
内

閣
官
報
局
『
法
令
全
書
・
明
治
五
年
』
一
八
八
九
年
、
二
〇
三
頁
）。
な
お
、
北
海

道
管
内
に
達
し
た
売
貸
規
則
を
太
政
官
が
改
め
て
全
国
に
布
告
し
た
理
由
に
つ
い
て
、

「
殊
に
土
地
の
売
貸
は
開
拓
の
促
進
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
外
国
人
を
除
い
て
は

広
く
適
用
し
た
い
の
で
、
そ
の
部
分
だ
け
は
全
国
に
布
告
を
以
て
知
ら
せ
て
貰
い
た

い
」
か
ら
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
北
海
道
編
『
北
海
道
農
地
改
革
史
』
上
巻
、
北
海
道
、

一
九
五
四
年
、
三
四
頁
）。

（
５
）
牛
尾
洋
也
・
橋
本
誠
一
「
明
治
初
期
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
民
族
の
土
地
所
有
に
関
す

る
研
究
覚
書
」
龍
谷
大
学
社
会
科
学
研
究
年
報
第
五
二
号
（
二
〇
二
一
年
度
）、
七
頁

以
下
。
な
お
、
別
稿
の
執
筆
に
際
し
て
、
不
明
に
し
て
、
大
坂
拓
「
後
志
地
方
の
近

代
ア
イ
ヌ
社
会
と
民
具
資
料
収
集
の
射
程
―
旧
開
拓
使
札
幌
本
庁
管
下
後
志
国
九
郡

を
対
象
と
し
て
―
」（『
北
海
道
博
物
館
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』

六
号
、
二
〇
二
一
年
、
一
～
四
九
頁
）
と
い
う
優
れ
た
論
文
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
見
落
と
し
て
い
た
。
大
坂
論
文
は
、
別
稿
で
紹
介
し
た
資
料
を
参
照
し
、
筆
者

と
同
様
の
結
論
を
導
出
し
て
い
る
（
一
二
頁
）。
さ
ら
に
、
同
「
北
海
道
地
券
発
行
条

例
に
よ
る
ア
イ
ヌ
民
族
『
住
居
ノ
地
所
』
の
官
有
地
第
三
種
編
入
に
つ
い
て
─
札
幌

県
作
成
『
官
有
地
調
』
の
検
討
を
中
心
と
し
て
─
」（『
北
方
人
文
研
究
』
第
一
六
号
、

二
〇
二
三
年
、
一
九
〜
三
五
頁
）
が
あ
る
。

（
６
）
開
拓
使
布
令
録
編
輯
課
編
『
明
治
十
年
開
拓
使
布
令
録
』（
開
拓
使
、
一
八
七
九
年
）

一
二
四
頁
。

（
７
）北
海
道
編『
新
北
海
道
史
』第
三
巻
・
通
説
二（
北
海
道
、一
九
七
一
年
）三
〇
〇
頁
。

（
８
）
北
海
道
庁
『
北
海
道
旧
土
人
保
護
沿
革
史
』（
初
版
一
九
三
四
年
、
復
刻
版
・
第

一
書
房
、
一
九
八
一
年
）
九
〇
頁
、
高
倉
新
一
郎
『
新
版
ア
イ
ヌ
政
策
史
』（
三
一
書
房
、

一
九
七
二
年
）
四
〇
四
頁
。

（
９
）明
治
財
政
史
編
纂
会
編『
明
治
財
政
史
』第
五
巻
・
租
税
一（
明
治
財
政
史
発
行
所
、

一
九
二
七
年
）
九
三
四
頁
、『
北
海
道
農
地
改
革
史
』
上
巻
、
三
六
頁
。

（
10
）『
新
北
海
道
史
』
第
三
巻
、
二
九
六
頁
。

（
11
）
た
と
え
ば
『
明
治
財
政
史
』
第
五
巻
、
九
三
五
頁
。
た
だ
し
、
出
典
は
明
示
さ
れ



13 社会科学研究年報

2023　No. 53

年
初
め
に
か
け
て
旧
場
所
請
負
人
な
ど
の
有
力
者
に
一
定
地
域
を
割
り
当
て
、
一
定

の
任
務
（
税
品
の
売
却
、
用
度
品
・
準
備
米
の
仕
込
み
、
雑
税
の
徴
収
、
告
諭
の
布
達
、

駅
逓
業
務
、
土
人
撫
育
な
ど
）
を
付
与
・
委
託
し
た
の
が
「
漁
場
持
」
で
あ
る
。「
漁

場
持
」
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
『
新
北
海
道
史
』
第
三
巻
、
五
二
五
頁
以
下
、
参
照
。

（
30
）『
明
治
九
年
開
拓
使
布
令
録
乙
』
二
三
五
頁
。

（
31
）
明
治
九
年
一
一
月
五
日
岩
内
出
張
中
田
黙
九
等
出
仕
よ
り
札
幌
本
庁
（
金
井
信
之

六
等
出
仕
）
宛
「
岩
内
郡
地
券
調
査
事
業
期
限
見
込
ノ
儀
上
申
」（『
地
券
発
行
関
渉

書
類
（
租
税
課
）』
簿
書
番
号
二
四
九
九
）。

（
32
）『
地
券
発
行
関
渉
書
類
（
租
税
課
）』（
簿
書
番
号
二
四
九
九
）。

（
33
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
大
坂
拓
「
後
志
地
方
の
近
代
ア
イ
ヌ
社
会
と
民
具
資
料
収

集
の
射
程
」
一
二
頁
、
牛
尾
洋
也
・
橋
本
誠
一
「
明
治
初
期
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
民
族

の
土
地
所
有
に
関
す
る
研
究
覚
書
」
七
頁
以
下
、
参
照
。

（
34
）『
地
券
発
行
関
渉
書
類
（
租
税
課
）』（
簿
書
番
号
二
四
九
九
）。

（
35
）
一
一
月
二
〇
日
伺
が
札
幌
本
庁
か
ら
東
京
出
張
所
へ
提
出
さ
れ
た
か
否
か
は
確

認
で
き
な
い
。
た
だ
、
地
券
取
扱
心
得
書
増
補
中
の
地
租
率
が
一
〇
〇
分
の
三
か
ら

一
〇
〇
分
の
一
に
朱
書
き
訂
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
翌
一
二
月
に
お
い
て

も
な
お
札
幌
本
庁
内
で
留
め
置
か
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。

（
36
）『
明
治
九
年
第
十
二
月　

地
券
調
査
書
類
（
会
計
課
）』（
簿
書
番
号
一
九
二
三
）。

（
37
）『
明
治
九
年
第
十
二
月　

地
券
調
査
書
類
（
会
計
課
）』（
簿
書
番
号
一
九
二
三
）。

（
38
）「
地
租
課
収
ノ
義
伺
二
条
」『
公
文
録
』
明
治
九
年
・
第
一
九
六
巻
・
明
治
九
年

九
月
～
十
二
月
・
開
拓
使
伺
（
九
月
・
十
月
・
十
一
月
・
十
二
月
・
布
達
、
本
館

-2A
-010-00

、【
請
求
番
号
】
公01927100

、『
明
治
九
年
第
十
二
月　

地
券
調
査
書

類
（
会
計
課
）』（
簿
書
番
号
一
九
二
三
）。
な
お
、
甲
第
二
七
号
「
管
内
地
租
課
収
ノ

義
伺
」
に
言
及
す
る
も
の
と
し
て
、『
明
治
財
政
史
』
第
五
巻
、
九
三
五
頁
、
西
野
敞

雄
「
地
租
創
定
―
北
海
道
租
税
行
政
史
Ⅱ
―
」（『
税
務
大
学
校
論
叢
』
第
二
二
号
、

一
九
九
二
年
三
月
）
一
五
頁
以
下
、
な
ど
が
あ
る
。

（
39
）『
明
治
九
年
第
十
二
月
地
券
調
査
書
類
（
会
計
課
）』（
簿
書
番
号
一
九
二
三
）。

（
40
）「
地
租
課
収
ノ
儀
伺
二
条
」（『
公
文
録
』）。

（
41
）
史
官
分
課
に
よ
れ
ば
、
史
官
第
五
科
は
明
治
八
年
九
月
二
七
日
に
設
置
さ
れ
た
部

二
四
九
九
）、
同
『
明
治
九
年
第
十
二
月　

地
券
調
査
書
類
（
会
計
課
）』（
簿
書
番
号

一
九
二
三
）。

（
20
）『
地
券
発
行
関
渉
書
類
（
租
税
課
）』（
簿
書
番
号
二
四
九
九
）、『
明
治
九
年
第

十
二
月　

地
券
調
査
書
類
（
会
計
課
）』（
簿
書
番
号
一
九
二
三
）。

（
21
）『
地
券
発
行
関
渉
書
類
（
租
税
課
）』（
簿
書
番
号
二
四
九
九
）、『
明
治
九
年
第

十
二
月　

地
券
調
査
書
類
（
会
計
課
）』（
簿
書
番
号
一
九
二
三
）。

（
22
）
い
ず
れ
も
『
明
治
九
年
第
十
二
月　

地
券
調
査
書
類
（
会
計
課
）』（
簿
書
番
号

一
九
二
三
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）
明
治
九
年
五
月
二
二
日
西
村
中
判
官
・
安
田
少
判
官
・
小
牧
幹
事
よ
り
松
本
大
判

官
・
杉
浦
誠
三
等
出
仕
宛
照
会
「
札
函
第
一
〇
四
号
」
の
こ
と
か
。
そ
れ
は
、
地
券

状
に
つ
い
て
は
地
租
改
正
事
務
局
の
地
券
状
雛
形
（
明
治
九
年
三
月
一
七
日
地
租
改

正
事
務
局
乙
第
五
号
達
地
券
雛
形
中
改
正
）
を
も
斟
酌
さ
れ
た
い
、
と
申
し
入
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
。

（
24
）
明
治
九
年
一
一
月
二
〇
日
札
幌
本
庁
租
税
課
・
戸
籍
課
・
地
理
課
・
考
査
課
よ
り

上
局
宛
伺
は
、「
地
券
発
行
ニ
付
取
扱
心
得
方
…
三
ノ
四
十
七
号
ヲ
以
テ
東
京
江
御
照

会
相
成
居
候
得
共
未
タ
御
回
答
無
之
」
と
指
摘
し
て
い
る
（『
地
券
発
行
関
渉
書
類
（
租

税
課
）』
簿
書
番
号
二
四
九
九
）。

（
25
）
こ
の
ほ
か
、
永
住
者
の
居
屋
漁
舎
倉
庫
敷
地
、
社
寺
、
墾
成
し
た
拝
借
地
は
明
治

一
一
年
を
も
っ
て
除
租
満
期
（
地
所
規
則
第
一
条
）、
寄
留
人
が
開
墾
営
構
等
し
た
拝

借
地
も
明
治
一
一
年
で
除
租
満
期
（
同
第
二
条
）
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

（
26
）開
拓
使
布
令
録
編
輯
課
編『
明
治
九
年
開
拓
使
布
令
録
乙
』開
拓
使
、一
八
八
〇
年
、

一
〇
七
頁
。

（
27
）鈴
江
英
一
編『
海
産
干
場
地
租
創
定
関
係
文
書
』『
松
前
町
史
』史
料
編
第
四
巻
抜
刷
、

一
九
八
〇
年
、
二
九
頁
。

（
28
）
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
太
政
類
典
』
第
二
編
第
一
二
五
巻
【
一
九
】
本
館-2A

-
006-00

（【
請
求
番
号
】太00347100

）、『
開
拓
使
事
業
報
告
付
録
布
令
類
聚
上
編
』（
大

蔵
省
、
一
八
八
五
年
）
二
六
六
頁
。

（
29
）
明
治
四
年
廃
藩
置
県
に
と
も
な
い
北
海
道
の
分
領
支
配
が
廃
さ
れ
、
開
拓
使
に
よ

る
北
海
道
の
統
一
支
配
が
実
現
し
た
。
こ
の
と
き
開
拓
使
が
、
明
治
四
年
末
か
ら
五
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署
で
、「
政
表
」（
統
計
）を
管
掌
し
た（
内
閣
記
録
局
編『
明
治
職
官
沿
革
表
・
職
官
部
』

（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
四
年
、
第
一
巻
一
二
六
頁
）。
そ
れ
ゆ
え
、
本
件
に
つ
い
て

な
ぜ
史
官
第
五
科
が
尋
問
を
行
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
直
ち
に
は
判
然
と
し
な
い
。

（
42
）『
明
治
九
年
第
十
二
月　

地
券
調
査
書
類
（
会
計
課
）』（
簿
書
番
号
一
九
二
三
）。

（
43
）『
明
治
九
年
第
十
二
月　

地
券
調
査
書
類（
会
計
課
）』（
簿
書
番
号
一
九
二
三
）、「
地

租
課
収
ノ
儀
伺
二
条
」『
公
文
録
』。

（
44
）「
地
租
課
収
ノ
儀
伺
二
条
」『
公
文
録
』。

（
45
）『
明
治
九
年
第
十
二
月　

地
券
調
査
書
類（
会
計
課
）』（
簿
書
番
号
一
九
二
三
）、「
地

租
課
収
ノ
儀
伺
二
条
」『
公
文
録
』。

（
46
）
そ
の
後
、
明
治
九
年
一
二
月
二
〇
日
、
史
官
第
五
科
か
ら
再
び
呼
出
が
あ
り
吉
見

清
彦
五
等
属
が
出
頭
し
た
と
こ
ろ
、
草
案
の
削
除
修
正
意
見
が
示
さ
れ
た
。
吉
見
ら

が
取
り
調
べ
た
と
こ
ろ
、
修
正
意
見
妥
当
と
判
断
し
、「
明
治
五
年
九
月
布
告
北
海
道

地
所
規
則
ニ
拠
リ
明
治
十
年
ヨ
リ
課
収
」
の
部
分
の
削
除
に
同
意
し
た
。

（
47
）『
明
治
九
年
第
十
二
月　

地
券
調
査
書
類
（
会
計
課
）』（
簿
書
番
号
一
九
二
三
）。

（
48
）『
明
治
九
年
第
十
二
月　

地
券
調
査
書
類
（
会
計
課
）』（
簿
書
番
号
一
九
二
三
）。

な
お
、
函
館
支
庁
（
柳
田
友
卿
）
は
、
東
京
出
張
所
に
対
し
て
「
当
庁
於
テ
ハ
管
内

各
所
ヘ
此
程
よ
り
官
員
出
張
為
致
実
地
丈
量
ハ
致
居
候
得
共
右
条
例
御
頒
布
不
相
成

前
ハ
地
価
検
査
等
ニ
差
支
不
都
合
ニ
候
間
可
成
至
急
御
頒
布
相
成
候
様
御
取
計
有
之

度
」
と
要
求
し
て
い
る
。

（
49
）『
明
治
十
年
開
拓
使
布
令
録
』
一
一
頁
。

（
50
）
こ
の
点
に
つ
い
て
、
大
坂
拓
「
後
志
地
方
の
近
代
ア
イ
ヌ
社
会
と
民
具
資
料
収
集

の
射
程
」
は
、「
こ
う
し
た
『
保
護
』
的
趣
旨
を
明
記
し
た
文
書
は
…
札
幌
県
期
の
も

の
に
限
ら
れ
て
お
り
、
地
租
創
定
事
業
が
実
施
さ
れ
た
時
点
で
は
地
租
の
徴
税
の
可

否
な
ど
、
複
数
の
要
因
が
作
用
し
て
い
た
可
能
性
も
考
慮
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」（
一
二
頁
）
と
指
摘
す
る
。


